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教科書やノートなどを参照しても構いません。

1. N
(
µ,σ2

)
の母集団から抽出した大きさ 3の無作為標本 (X1,X2,X3) を考える。µの推定量を

X̃ =
1
4

X1 +
3
4

X2 +
1
4

X3

とする。

（a）X̃ の期待値を求め、この推定量が不偏推定量であるかを判断しなさい。

（b）X̃ の分散を求めなさい。

2. N
(
µ,σ2

)
の母集団から抽出した大きさ 3の無作為標本 (X1,X2,X3) を考える。µの推定量を

µW = w1X1 + w2X2 + w3X3

とする。µW が µの不偏推定量であるための条件を求め、式で答えなさい。

Hint：まず、1.（a）と同様の方法で、E(µW ) を求める。出てきた式を見て、µW が µの不偏推定量で

あるためにはどのようでなければいけないかを考える（有効推定量である必要はない）。
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練習問題解答

1.（a）(X1,X2,X3) は N
(
µ,σ2

)
の母集団からの無作為標本なので、

E(X1) = E(X2) = E(X3) = µ,V (X1) = V (X2) = V (X3) = σ2

である。よって、X̃ の期待値は、

E
(
X̃
)
= E

(
1
4

X1 +
3
4

X2 +
1
4

X3

)
=

1
4

E(X1) +
3
4

E(X2) +
1
4

E(X3) =
1
4
µ +

3
4
µ +

1
4
µ =

5
4
µ

となる。したがって、
E

(
X̃
)
, µ

となり、期待値が母数 µに等しくないので、X̃ は不偏推定量ではない。

（b）(X1,X2,X3) は無作為標本なので X1 と X2 と X3 は互いに独立である。よって、X̃ の分散は、

V
(
X̃
)
= V

(
1
4

X1 +
3
4

X2 +
1
4

X3

)
=

(
1
4

)2

V (X1) +
(

3
4

)2

V (X2) +
(

1
4

)2

V (X3)

=
1

16
σ2 +

9
16
σ2 +

1
16
σ2

=
11
16
σ2

である。

2. µW の期待値は、

E(µW ) = E(w1X1 + w2X2 + w3X3)
= w1E(X1) + w2E(X2) + w3E(X3)
= w1µ + w2µ + w3µ

= (w1 + w2 + w3)µ

である。よって、
E(µW ) = µ

となるためには、
w1 + w2 + w3 = 1

でなければならない。したがって、µW が µの不偏推定量であるための条件は、

w1 + w2 + w3 = 1

である。


